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※資料中の数値は、令和3事業年度決算値反映。



第６次中期経営計画（2022年度～2026年度）の概要

基本理念

３本柱による事業推進

下水道ソリューションパートナーとして
地方公共団体を総合的に支援

下水道イノベーターとして
下水道事業の変革を積極的に牽引

下水道プラットフォーマーとして
共通の基盤づくりにより社会全体の発展に貢献

中期的な視点

組織運営

経営方針

ＪＳが果たすべき役割



事業推進計画

下水道ソリューションパートナーとして地方公共団体を総合的に支援







① 再構築







③ 浸水対策





② 地震・津波対策







④ 災害支援





⑤ 事業経営支援





⑥ 維持管理



事業推進計画

下水道イノベーターとして下水道事業の変革を積極的に牽引





① 広域化・共同化





② PPP/PFI





③ 脱炭素社会実現への貢献





④ 新技術の開発・活用

co2

CO2×



事業推進計画

下水道プラットフォーマーとして共通の基盤づくりにより社会全体の発展に貢献





① 最先端ICTの開発・実用化・普及（DXの推進）





② 技術基準の策定





③ 海外水ビジネス展開支援及び国際貢献





④ 地方公共団体職員・民間技術者の育成支援

覚書



組織運営計画















2.安定的な経営基盤の確立







3.働き方改革

1.人材育成・組織体制の強化







4.戦略的広報の実践















６次計画事業量及び５次計画事業量実績



計画の進捗管理の手法と計画の達成による効果



【参考】 SDGs達成に向けた貢献


